
 

 

 

 

 

「『働き方改革』～コミュニティスクールでできること」 

 7 月 30 日に第 2 回花川小学校運営協議会が開催されました。今回は、保護者の方にもオブザー

バーとしての参加を呼び掛け、教師の働き方改革について、熟議を行いました。 

 初めに教頭から、今年 3 月に策定された、浜松市教職員に関する業務量管理・健康確保措置実施

計画「あかるく・いきいき・みりょくある学校創造プラン」について概要説明がありました。 

                      

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※実際は、長時間労働が常態化し、文科省が定める 1 か月 45 時間、1 年間 360 時間の上限を大

きく超えている職員がかなりの割合にのぼっている。 

○グループ協議の視点 

 ・働き方改革の説明を聞いて思ったこと・考えたこと 

 ・普段大変さや困難さを感じていること、時間外勤務短縮のため工夫していること（教員） 

 ・働き方改革を進めるために、学校・地域・家庭のそれぞれの立場でできそうなこと 

 

 A グループ 

先生と保護者との関係をよりよいものにするための取り組みを中心に話し合っていました。 

  

 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

花川小コミスクだより   

先生たちの働き方

改革って何のため？ 

先生が、授業などの本来の業務に専念できる環

境を作り、未来を担う子供たちの学びを充実させ

たり、子供たち一人一人と向き合う時間を確保し

たりするためなんです。 

先生自身のワークライフバランスを整える５６の

取り組みを行うことで、教育の質を向上させ、子

供たちの健やかな成長へとつなげます。 



B グループ 

「あかるく・いきいき・みりょくある学校創造プラン」の５６の取り組みのできていること、で

きていないことに触れながら、業務改善できそうなことを話し合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C グループ 

仕事の大変さだけでなく、やりがいや花川小のよさが先生方から出されていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ☆参加された保護者からは、「学校の様子が分かった。また、先生方の人柄が感じられた。参加

してよかった。」という感想をいただきました。 

 

学校運営協議会の主な目的は、「地域とともにある学校」の実現のために助言を行うことです。     


